
 

 

 

 

 

 

 

 

沖縄の非暴力の戦いは、アメリカを動かしています 
≪ドキュメンタリー映画≫ 

「戦場ぬ止み」ムーブ上映間近 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

辺野古埋め立て土砂搬出反対ニュース 
北九州連絡協議会≪2015 年 9 月 24 日・No25≫ 

連絡先…森下宏人 090-9495-3902 八記久美子 080-1730-8895 

 

 

辺野古には、米軍基地よりジュゴンの｢保護区｣を 

ただ今 
10，789 筆 

■上映会が近づいてきました 
10 月 6 日(火)のムーブから始まる、映画

｢戦場ぬ止み｣の北九州での初上映まで、2

週間を切りました。 

アメリカ人のジャン・ユンカーマン監督

は｢戦争を選ぶアメリカの文化｣に、｢平和

を求める沖縄の文化｣が、不屈の精神で戦

い続けていると述べています。 

沖縄在住のダグラス・ラミスさんは、「安

倍政権と米国の暴走に、非暴力で抵抗する

沖縄県民。沖縄の戦いは米軍占領時代から

非暴力で貫かれている。」といい、沖縄の

心のゆとりを感じさせる非暴力の戦いに、

希望を持っておられると言います。 

そんな言葉を裏付ける、このドキュメン

タリー映画を、是非ご覧下さい 

【上映日時】上映時間 129 分 
●10 月 6 日(火)・小倉 

ムーブ大セミナールーム  

①14 時～ ②18 時～ 

●10 月 9 日(金)・戸畑 

①戸畑生涯学習センター・14 時 

…②ケアハウスらいふ戸畑・18 時～ 

●10 月 12 日(月祝)・八幡 

子どもの館(黒崎コムシティ 7 階) 

①11 時～ ②14 時～ 

 
※11 月 1 日(日)の三上智恵監督の講演会

チケットは、映画会場で売り出します。講

演会会場は 300人しか入れないので、映画

を見に来たときに、お買い求めになると、

いいかもしれませんね。 

｢標的の村｣｢戦場ぬ止み｣の三上智恵監督・講演会 
■日時…11月 1 日(日)14 時 ■場所…商工貿易会館 2階大ホール  

■資料代…一般 800 円 中高生・障がい者手帳提示 400円 

 

 

≪予告≫ 
講演会の整理券は、各映画会

場でもお求めいただけます 

全国連絡協議会の
第 2回総会が、長崎で
開かれます。詳しいこ
とは、裏面をご覧下さ
い。 

■第 4 回世話人会開く 
本日は、定例の世話人会の日でした。 

映画上映会の当日体制・講演会の準備・

署名や賛同団体、賛同個人をさらに増や

していくこと・特定外来生物アルゼンチ

ンアリについての山口県(広島・山口の各

地で確認されている)との懇談・地元の採

石業者に、私達の思いを綴った文書(11

月の世話人会で内容の最終確認をする)

を届ける事などが話し合われました。 



 

 

 

 

全国連絡協議会の 
第 2回総会が開かれます 

 

日時…2015年 10 月 3 日(土)15 時～18 時 
場所…長崎県教育文化会館 長崎市筑後町２－１（長崎駅前）  

電話０９５－８２２－５１９５ 
 
≪1 部≫ 総会 １５：００～１６：３０  
・経過報告  
・各地の自己紹介  
・今後の具体的な行動について 
         
≪2 部≫ 報告並びにミニ講演会 17：００～18：３０ 
・「辺野古土砂搬出反対全国協議会からの報告」（２０分) 
   会発足の経緯と各地からの報告・質疑 
・「沖縄の米軍基地をめぐる情勢について」（３０分） 

湯浅一郎（ピースデポ元代表・環瀬戸内海会議副代表） 
・「辺野古・奄美・小豆島の海底から見えてくるもの」(３０分) 
   向井宏（北海道大学名誉教授・海洋生態学＝予定） 
・沖縄からのメッセージ 
 

≪交流会≫…19：００～21：００ 場所は未定 

 

辺野古新基地反対 米国市議会で決議 
  

 

 

   

｢行ってみようかな｣と、
思われる方は、

080-1730-8895 まで 
お電話下さい。 

 

 

「私たちは沖縄の人々を支持します。辺野古に基地はいらない」
と書かれた横断幕を掲げ、市議会棟前に集まった米市民ら 

【バークリー（米カリフォルニア

州）＝洞口昇幸】米カリフォルニア

州バークリー市議会（定数・市長含

む９人）は１５日、沖縄県名護市辺

野古への米軍新基地建設について

沖縄の市民と連帯し、建設に反対す

る決議を全会一致で可決しました。

沖縄の民意を無視して日米両政府

が強行する同新基地建設について

米国でも関心が高まっているとい

えます。  

9 月 17 日(木)しんぶん赤旗より 


